
ちぇけらっ vol.11 特集
お互いの良さを生かしあう

里山の生業を通し地域とつながる

「ローカル、きらり。」
～あんな居場所・こんな居場所～

東京でも

居場所♪♪
★NPO法人 BRAH=art. (cafe&gallery spoons / office-cosiki)

ブラフアート　　カフェアンドギャラリースプーンズ /　オフィスコシキ

大津市瀬田 2丁目 1-4　/077-535-1090
8:30 ～ 17:00（火曜は 11:00 ～ 17:00
日月祝休）/駐車場台あり）

　瀬田の唐橋のたもとに位置する、 カフェ＆ギャラリー

“スプーンズ”。 色とりどりの野菜、 ゆば、 瀬田しじみに

佃煮と、 地元の食材が味わえます。 また、 それら食

材の仕入れは併設する “オフィス ・ コシキ” にて障害

のある人 ・ ない人が一緒に担当しています。 カフェ内

には地元作家の作品が並ぶギャラリースペースも。 自

然と人の行き交いが生まれています。

　運営しているのは、 NPO 法人ブラフアート。 代表の

岩原さんは 2014 年、 仲間とともに法人を立ち上げま

した。 「障害の有無に関わらず好きなことを仕事にでき

る場を」 との当初の想いはふくらみ、 現在では商工会

や地域団体とともに “せたこどもカフェ”、 学習支援の

場 “ブレイクスくール” を展開中。 「地域に支えられる

だけでなく、 支えることもできる。」 という役割を実感し

ています。

※1 せたこども cafe…第 1･3 木曜 15-19 時、 瀬田南市

民センターにて。 瀬田南学区の小学生対象 100 円。

※2 ブレイクスくール…第 2･4 木曜 16-19 時、 近隣小

学生対象。

利用することで運営に参加する
★コープしが　ゆめふうせん　ふらっとプレイス
大津市真野 5丁目 33-25　/077-571-1560
10:00 ～ 16:00（土日・年末年始休）/協力金 100円 /駐車無料

　県道 558 号線 「真野５丁目」 交差点の角に位置

する、 コープしが ・ ゆめふうせん “ふらっとプレイス”。

誰もが気軽に立ち寄れるように、 との想いが名前に込

められ、 2006 年にオープンしました。 トイレも含め、

完全バリアフリー。 また、 木の遊具やおもちゃ、 絵

本が豊富にあり、 畳やソファもあります。 その上飲食

自由と、 至れり尽くせりですが、 運営の背景には “生

協” の “ささえあい” の姿勢が生きています。

 利用者は、 受付にて 100 円の協力金と引き換え

に、” 利用者証” の受取りを。 そこには、 後片付け

やごみの持ち帰りなど、 最低限の心配りを呼び掛ける

ひと声が。” 利用者自身が運営の担い手になる” と

の生協の考えが表れています。 （協力金は、 施設美

化と備品整備に相当。） 次の人が綺麗に気持ちよく

使えるように。 そんな思いやりが脈々と続いています。

屋根のある公
園

　　　です。

　日本の里山風景が今も残る、 大津市大石地区。

そんな静かな環境の中、叶 匠壽庵・寿長生の郷 （す

ないのさと） はあります。

　良質な和菓子を作るため、大切にしているのは 「素

材を知る」 ということ。 菓子原料の栽培にとどまらず、

自然や地域との営みを大切にしています。

　今年度は大石の休耕田を使い、 若手社員がお米

作りに初挑戦 （写真右下）。 気に掛ける地元の方々

との交流が日々生まれながら、 順調に穂が実りまし

た。 また、 大石小の子どもたちとの農業体験も毎年

実施しています （写真左上）。 虫や蛙、 泥の感触

に驚く子どもたち。 大切な学びの場となっています。

　３月には寿長生の郷敷地内の梅の花が見ごろに。

また、 カフェスペースやベーカリーなどもあり、 オリジ

ナルメニューを味わいながら、 ゆったりと過ごすこと

ができます。

★叶 匠壽庵　寿長生の郷
すないのさと

大津市龍門 4丁目 2-1　
/077-546-3131
10:00 ～ 17:00( 水曜休）
石山駅よりシャトルバスで
30分
入場無料 /駐車無料

ヤギも

　います。

秘書広報室・高橋里佳さん

岩原勇気さん

福祉活動フロア・宮島敏弘さん

▲やさい畑のチキンシチュー1200円

　　　　　　　　　　　（期間限定）
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　東京の浅草から近い、台東
区山谷にちょっと変わったカ
フェが 2018 年の 3月にオープ
ンしました。ホテル寿陽の 1
階に佇む「さんやカフェ」。イ
タリア人のシェフがつくる生
パスタやピザなどがメニュー
に並び、時々ライブも開催さ
れます。でもこのカフェ、運
営するのは、ホームレスの支
援も視野に入れた山谷のまち
づくりを手がける一般財団法
人「結YUI」。カフェのコンセ
プトは、（主に）外国からの旅
行者、地域住民、そして簡易
宿泊所の生活保護の受給者を
中心としたホームレスな人が
行き交いする場所です。代表
の義平真心（よしひらまごこ
ろ）さんは、東京のドヤ街山
谷にカフェを開設し、時間と
場所を同じくすることで山谷
に誇りを、と話されます。思
いやりプロジェクトとして思
いやりコーヒーや地域清掃な
ど、新たな取り組みも始まっ
ています。
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